
関係省庁の取り組み

参考 ２



警察庁関連資料



安全・安心な移動を支援するシステム
～ 歩行者等支援情報通信システム（PICS） ～

携帯端末
白杖反射シート型

大和駅前交
差点です。

信号は青です。

・視覚障害者に対し、
交差点名や信号の
状態を音声で案内

・歩行者青信号の
時間を延長

光送信機

ハンズフリー型
新型の視覚障害
者用携帯端末



総務省関連資料



電子タグシステム電子タグシステムに係る制度化の状況に係る制度化の状況

特定小電力無線局平成18年 制度化
○国際物流管理

○コンテナ内状況管理 等

433MHz帯
(アクティブ)

構内無線局

特定小電力無線局

小電力データ

昭和61年 構内無線局（移動体識別）として
制度化

平成 4年 免許不要の小電力システムとして
制度化

平成14年 小電力システムへの周波数

ホッピング(FH)方式を制度化

平成15年 構内無線局へのFH方式を制度化

○物流管理

○製造物履歴管理

○物品管理 等

2.45GHz帯
（パッシブ）

(アクティブ)

構内無線局

特定小電力無線局

高周波利用設備

高周波利用設備

制度区分

○物流管理

○製造物履歴管理 等

○交通系カードシステム

○行政カードシステム

○ＩＣカ－ド公衆電話

○入退室管理システム 等

○スキーゲート

○自動倉庫

○食堂精算 等

主な利用用途

平成17年 高出力型システムの制度化

平成18年 高出力型システムの高度化及び

低出力型システムの制度化

平成10年 制度化

平成14年 出力の緩和、
手続の簡素化

昭和25年 高周波利用設備として制度化

導入経緯

13.56MHz帯
（パッシブ）

950MHz帯
（パッシブ）

135kHz帯
（パッシブ）

周波数帯及び
タイプ



【【参考参考】】 地域児童見守りシステムモデル事業地域児童見守りシステムモデル事業

◆携帯電話や電子タグなどＩＣＴを活用することにより、登下校時や外出時の子供の行動を
見守り、犯罪、いじめ等から子供を守り安心・安全な地域社会の実現に寄与する。

◆携帯電話や電子タグなどＩＣＴを活用することにより、登下校時や外出時の子供の行動を
見守り、犯罪、いじめ等から子供を守り安心・安全な地域社会の実現に寄与する。

○○君の行動

16:30 災害現場に立ち

入り、危険です！
16:20 ××交差点
15:50 △△公園
15:40 外出
15:30 帰宅
15:10 交番付近通過
15:05 下校

15:05
下校

15:10
交番付近

15:30
下校

15:45
コンビニ前

緊急事態！緊急事態！
アラーム発信アラーム発信!!

ピッ

ピッ

ピッ

ピッ

ピッ

保護者等

通過情報等

サーバー

○保護者はPCや携帯電話で情報を確認
○危険遭遇時にはアラーム伝達

○保護者はPCや携帯電話で情報を確認
○危険遭遇時にはアラーム伝達

携帯電話網

電子タグ活用型モデル電子タグ活用型モデル電子タグ活用型モデル

携帯電話活用型モデル携帯電話活用型モデル携帯電話活用型モデル
見守りノード見守りノード

見守りノード見守りノード

15:30 帰宅
15:40 外出

☆GPS機能付携帯電話や通学路等に設置した見守りノード（電子タグリーダー、通信装置等)により、子供の位置や状況に係る情報を取
得し、保護者等に適切に情報提供するシステム → いつでも子供の居場所がわかり保護者に安心感を提供、犯罪発生の抑止効果

☆登下校の状況把握だけでなく、児童が危険地域に立ち入った場合に自動的に警報を発信したり、犯罪やいじめに巻き込まれそうに
なったりした場合に緊急通報を発信する機能等を具備することも可能 → 犯罪抑止だけでなく、いじめや自殺防止にも効果

◇◇君の行動

15:45 ○丁目付近

15:30 下校

15:50
△△公園

災害現場に災害現場に
立ち入り！立ち入り！

危険！危険！

ビーッ！
ビーッ！

ピッ

見守りノード（電子タグリーダー等）
を街角に設置

携帯電話事業者のサービスを活用

16:20
交差点
付近

緊急事態！緊急事態！
助けて！助けて！

いじめ！不審者！

いじめ！不審者！

見守りノード見守りノード

見守りノード見守りノード



交差点を渡る対象物の場所と移動方向、速度を検出し、信号待ち及び横断中のステータス情報をRFIDタグを利用して発信する。

○課題

・移動対象物の位置検出方式

・進入と移動方向、速度を検出するための検出エリア構成方式 等

RFIDタグ

【DSRC】

個体情報、スピード、位置、方向から認
識・加工された最適情報を自動車へ送信

【LF】＋【RFIDタグ】
自転車の固体情報を認識
し、位置情報を付加して
タグリーダに送信

【タグリーダ】
自転車の位置情報、
個体情報を受信

【コイル】＋【LF信号発生装置】
RFIDタグに対し位置情報を通知

RFIDタグ

個々の位置検出領域での検出タイミング等で移動体の進行方向・
スピード等の状況を認識し、周辺の車両に最適な情報を配信する。

RFIDタグRFIDタグ

位置検出領域A位置検出領域B

RFIDタグ

【参考】 電子タグ（RFID）を用いたITS応用技術の研究開発

横須賀リサーチパーク（YRP）内のNICT 横須賀
ITSリサーチセンターにて研究開発を実施

http://www2.nict.go.jp/q/q262/3104/index.html





研究開発内容研究開発内容

ア）ユビキタスセンサーノード技術

多数のセンサーがタイミング等を協調しながら、確実に正確なデータを伝えるための技術。

イ） センサーネットワーク制御・管理

センサーの位置同定や保守管理をする技術。センサー同士が自動で通信相手を探し接続する技術。

ウ）リアルタイム大容量データ処理・管理

多数のセンサーから収集されたリアルタイムデータを選別して処理することにより、意味のある情報を抽出・

提供する技術。

実現目標実現目標

多数のセンサーがタイミングを
協調して送信。

重要な通信をして
いるな。こっちの情
報は送信を待とう。

人影を認識。
データを送信。

通信出来る相手をセンサー自体
が探して自動で接続。

・センシングしたデータを統計処理
・複数情報から自動的に意味抽出

散布したセンサーが自
律的にネットワークを

構築

ネットワーク
が壊されても、
自律的に修復

映像センサ

温度センサ

データの受信中
Wait!

！！

＆＆

！！

＄＄

！！

！！

！！

ガス漏れ

衰弱者

火災

衰弱者

＄＄

＆＆

＄＄

＄＄

＄＃

！！
！！

！！

統計処理：
特徴点、異常点を抽出し

すばやく伝達

！！

！！

！！

AとBを総合するに、

瓦礫の下に人が
取り残されています。

（Ａ） 26.4℃の物を

感知しました。

（Ｂ）人影を認識しまし
たが動いていません。

意味抽出：
複数のデータからそれが何を意味しているか分析

そうか！！

温度

時間

火事！

人・モノの状況やそれらの周辺環境等をセンサーが認識し、センサー同士の自律的な情報の流通
を実現し、状況へのリアルタイムな対応を可能とするユビキタスセンサーネットワーク技術に関する
研究開発を行い、多様なアプリケーションや新たなサービスの創出に資する。

【【参考参考】】 ユビキタスセンサーネットワーク技術のユビキタスセンサーネットワーク技術の研究開発研究開発



現在の自動翻訳技術
現在の自動翻訳技術

道を聞きたいのだけど・・・

？？？ Please let me know the way to ･･･

Okay!

Please let ･･･ a ･･･ to ･･･

【現状】
小型の専用端末が
主流。定型句主体
で、誤訳も多い。
【開発課題】
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの高度化
翻訳精度の向上
ネットワーク対応

～までの・
道を・教えて・
ください。

① 自動言語認識技術

② 言語翻訳技術

翻訳

③ 翻訳内容の最適出力技術

Please let me 
know the 

way to ･･･

Please let me know 
the way to ･･･ 変換

携帯電話等を用いた多言語自動翻訳システム
携帯電話等を用いた多言語自動翻訳システム

～までの・道を・
教えて・ください。

～までの道を教えてください。

ストレスの少ない翻訳環境の実現のため、
・ 端末における多様な入力方法への対応
・ サーバとクライアント間の最適な処理の分担
等の技術開発が必要。

認識
変換

Please let me know the way to 。

【要素技術】
・音声自動認識
・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構築

【要素技術】
・多言語自動翻訳
・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構築

【要素技術】
・音声合成
・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構築

④ ネットワークを活用した翻訳処理技術

【【参考参考】】 携帯電話等を用いた多言語自動翻訳システム携帯電話等を用いた多言語自動翻訳システム



厚生労働省関連資料



認知障害者の日常生活・就労職業訓練支援ソフトの開発

○既に市販化され、病院、リハセンター、職業リハセン

ターで利用

地誌的障害者の支援のためナビゲーション方法を検討

○作業手順表示方式ナビ

○既存の施設等を利用したランドマーク方式ナビ

○2次元コードを利用したナビ

○RFIDタグを利用したナビ

→ 評価、活用事例を増やし、

他の幾つかの施設でも試用評価後に一般へ

認知・知覚障害者への地理情報等の提示～実用化について～
国立身体障害者リハビリテーションセンター研究所における研究

重度の地誌的障害者でも自律移動が可能に



視覚障害者に対する歩行訓練の専門家が
体験参加
○くまもと安心移動ナビプロジェクト
○ゆきナビあおもりプロジェクトinひろさき
○東京ユビキタス計画・銀座
＜意見＞・ 「誘導音」 による誘導法に高い評価（安心感）

・音声情報に注意を取られすぎないか 等

障害当事者や関係者にヒアリング調査
○高次脳機能障害者
・ 国立職業リハビリテーションセンターの訓練生 等

○知的障害者や発達障害者の関係者
・ 養護学校や授産施設の利用者の保護者や職員 等

○視覚障害者に対する歩行訓練の専門家
・ 国立福岡視力障害センター 等

＜意見＞・移動や公共交通システム利用に困っている 等

障害者の自律移動支援における情報技術利用方法に関する調査研究
※厚生労働科研費の障害保健福祉総合（平成18～20年度）

様々な障害者の自律移動支援におけるＩＴ利活用方法のあり方を探る



農林水産省関連資料



物流管理効率化新技術確立事業（成果重視事業・継続）

１．趣 旨
（１）我が国の食料産業の活性化と消費者に対する安全で安心な食料供給実現のた

めには、生産･流通を通じた低コスト化や品質管理の高度化が必要である。し
かし、生鮮食品流通においては、卸売市場を中心として情報化の立ち遅れによ
る労働集約的な作業体系となっており、流通コストの削減の余地が依然として
大きい状況である。このため、情報技術の効果的導入により、効率的な作業体
系を構築することが喫緊の課題となっている。

（２）他方、最近目覚しい発展を見せているユビキタス・コンピューティング技術
を活用し、電子タグによる最先端の商品管理技術と取引業務の効率性を追求し
た取引ＥＤＩと組み合わせることにより、相乗的に流通効率化の効果が高まる
ことが期待される。

（３）このため、生鮮食品流通における検品、分荷、商品管理などの物流プロセス
に電子タグを導入し、電子化された取引情報の活用と相まって大幅な労働省力
化を実現するための作業体系を開発する。

２．事業内容
卸売市場を中心とする生鮮食品流通に電子タグを導入することによる最適な作

業体系について、産地、卸売市場、小売の各流通段階において実証実験を行い、
作業省力化と情報伝達の正確性を測定、分析し、その効果について総合的評価を
行う。

９５，３２０（９９，８００）千円３．平成１８年度概算決定額

民間団体４．事業実施主体

定 額５．補 助 率

平成１７年度～平成１９年度６．事業実施期間

〔担当課：総合食料局流通課〕



物流管理効率化新技術確立事業（拡充）

【物流管理効率化新技術確立事業 ９７（９５）百万円】
対策のポイント
生鮮食品流通における検品、分荷、商品管理などの物流プロセスに電子

タグを導入し、電子化された取引情報の活用と相まって大幅な労働省力化
を実現するための作業体系を開発します。

（生鮮食品流通の現状）

・ 生鮮食品流通においては、卸売市場を中心として情報化の立ち遅れにより労働集

約的な作業体系となっています。このため、流通コストの削減の余地が依然として

大きい状況となっています。

（課題）

・ 近年開発が進んでいる電子タグなどの情報技術の導入により、効率的な作業体系

を構築する必要があります。

政策目標
我が国の生鮮食品等流通の大宗を占める卸売市場において、

実証実験を通じ、電子タグ活用の作業体系を確立・普及し、こ
れを導入した市場における物流作業コストを４分の１程度削減

＜内容＞
卸売市場を中心とする生鮮食品流通に電子タグを導入することによる最適な作業

体系を開発します。具体的には青果物及び水産物流通の産地、卸売市場、小売の各

流通段階において実用ベースでの実証実験を行います（前年に比べ取引現場におけ

る状況をより詳細に把握するため実証期間を延長 実証実験で得られたデータか）。
ら作業省力化や情報伝達の正確性を測定・分析し、その効果について総合的評価を

。 【 】行います 定 額

＜事業実施主体＞
民間団体

＜事業実施期間＞
平成１７年度～平成１９年度

［担当課：総合食料局流通課（０３－３５０２－８２３６（直 ］））



小 売 店

消費者

産 地

自動受発注自動受発注自動受発注自動受発注

出荷・入荷情報出荷・入荷情報自動分荷自動分荷出荷・入荷情報出荷・入荷情報
一括検品一括検品

自動在庫管理自動在庫管理

卸売市場ＥＤＩ ＥＤＩ

電子タグ 電子タグ

商流

物流

食品を安定的かつ効率的に消費者に供給

産地段階での効果
・一括検品等による集出荷経費削減、
トレーサビリティシステムとの統合
・生産情報を消費者に伝達できるこ
とによるブランド力の向上

２１世紀にふさわしい食品流通システムを構築し、我が国の国際競争力を強化労働集約的な
作業体系

旧態依然とし
た市場流通

流通コストの縮減 最適物流の実現

市場段階での効果
・一括検品、自動分荷等の作業効率
化、誤配やロス削減による流通コス
トの縮減
・温度管理タグ等による品質管理

小売段階での効果
・入荷検品や在庫管理が容易になる
ことにより作業時間・コストの縮減
・生鮮ＥＤＩ（ＰＯＳシステム）と結びつ
けることにより販売管理が容易

消費段階での効果
・流通コスト低減による安価な価格で
の食品の購入
・トレーサビリティシステムの構築に
よる安全で安心な食品の購入

ユビキタス技術を活用した世界最先端の食品流通システムの構築ユビキタス技術を活用した世界最先端の食品流通システムの構築

・消費者に対する食料の安定供給を図るためには、生産・流通におけるコストの縮減が必要である。このため生鮮食品流通の労働集約的な作業体
系である検品作業や仕分け等に電子タグを導入して効率化を図ることが期待されている。
・しかしながら、生鮮食品流通は多くの事業者が関わるとともに、かつ中小零細規模の事業者が多くを占めており、民間での取組が困難。また、次
世代技術である電子タグは民間独自での導入に伴うリスク性が高い。
・このため、電子タグを活用した効率的食品流通システムの構築に向けて、実証実験を行う。



経済産業省関連資料



障害者等ITバリアフリー推進のための研究開発
～障害者等ITバリアフリープロジェクト～

平成１５年度より障害者等が共通に利用でき、かつ、障害者等に使いやすい利用者端末を活用した移動支援システムを開発。さらに、
スムーズで効率的な研究開発やシステムの早期実用化と普及促進等を目的として障害者等へのサービスの提供などの標準化を推進。
また、愛知万博での実証実験分析データをもとに、開発投資負担の軽減やインフラ整備、移動支援システムの円滑な導入等を念頭に

おいた標準化活動を関係省庁等と連携・協調して実施。（実施期間：平成１５年度～１８年度）



右に曲がってく
ださい

赤外線

ﾋﾟﾝﾎﾟｰﾝ
市役所です

近くに市役所
があります

ＧＰＳ受信
・自分のいる位置を測定
し、大まかな位置情報か
ら周辺のインフラ設置場
所を検索します。
・例えば、検索結果から
目的地（市役所）を指定
することで目的地までの
経路を特定する等。

ＲＦＩＤ読み取り
・正確な位置情報から
経路案内を行います。
・方位センサーで向かっ
ている方向を知ること
ができます。

ＦＭ波受信
ＦＭ波を受信すること
により、周辺の情報を
音声で通知します。

ＦＭ波発信
ＦＭ波により鳴動するス
ピーカからの音声により、
目的地の案内を行いま
す。

障害者等ITバリアフリープロジェクトの機器・システム概要

赤外線

赤外線受信
正確な目的地
の方向を通知し
ます。

GPS衛星

赤外線受信
赤外線は指向性がある
ため、情報の受信だけで
なく、正確な目的地の方
向を通知します。

青になりまし
た。

市役所です。

（イメージ図）




